
之 主主叢の構｛；~

(1）子どものとりえについて

5年生のマット運動きはう主にとび前転J宇佐fl立？？在転の：宇：習ヤつなぎの技を生かしてオリジすでを連

続投づくりに取り組んだ。その連続投づ〈りぞは「友だちの演技を見でうやコばり足を件ばすとさ

なと，tll；、ました。Jというような単一の技についてのふりかえりを書く子乞レ，たがラ定続投

発表会ではこのようなふりかえりを書ぐ子もいた。
［ 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一十「
i 今間連続投発問しまは私は少山配叩怖笠いてしまったカら－：.~1, 7H::i ;"[, ~ ftけたI;¥fJ: ,1:' liJ.い l

ました。（後開） f児電A) I 
今日は友／」ちと演技を見せ合＇ C)＇仁それぞれのよいところそ見 fcH:1ました。そ・＇.1,t，：，動きのりズムです。私lよ途中仰をし I 
たらよいか巡ったけ ！：＇.＇， 00さんや00さんはM ムよくスムー川こしていてすごいなと思しました。（後略j （児童B)j 

兜童λは白分自身の演技を振り返り 児童Bは観察者の立場かb思・ったζ ととして，言葉は遣う

がリズムや流れについて考えている。大題材「、ソ ：：.／クuマット」では，友だちと演技を合わせなが

らうリズムよイ ＇（!r(の技や長聞に進むととが重要である。 5年生のオりジナルの連続投づぐりを通し

て0）リズムお流れについての気付さを大切にしつつヲさらに六題材？は「友だちと考え！「友だち

と合わせながらj オリヅナルのシンクロマットの作品づくりに取り組む乙とにより，マット逼動の

楽しさを広tjてほしいと考えているの

(2）本軍元の内零と体育・ j菜｛麗｛本育：斗方議詩文J るi聞いごともち追求・；－品姿との！逼わむ！こコい

；／ンゲロマッ i/'J，個人め誌に力「lえて9 ヰームによる表現：自のマットヨ動である。マット•］三動と

いうとヲ九三5技ゅ「？きる」「できない」という単一の技の獲得忙のみ偏る傾向がある。シンクロ

マットではヲ全体の〆（l、－：'Jをもっこ土で勺目的をす；，；二？と技の学習9 習得カ、、可能になると

また，シシグコマットの楽しさはヲ友だらど拡¢タイ二シグを七わせたれラ意識的にズレ

た札進行方向を支ヌたりしながら，演技を構成するといった表現司にある。つまりソ「友だ

合わせる楽しさJ「りズムに変化をつけξ楽しき i「て失しながら，勺ぐりかえていよ表現の議L

さJがある。本単元て計九頭の中で最初任コベりあげ土全体の〆Fメージ（草想偉）に近11¥i：ノド1'fil:1を求

自かたなのでさるf丸 で き そ Cな技で構；i;tL, 一連の作品

をうぐちあげていくこと化必る J そ0)4二でf:I分たちのイメ切ー

追り？自分？と 61芝けのオり手ナ fレの作品；どす〈ってv・，ぐ過程にお

いで，一一人一一人の問Lカ，生まれてくろレ考えろぺ

~'/ •／ グ t-1 ブ ！の学習でじク導入併にそ十主主たちが.？＇ （／コような

イメージιもワカc,'jJ大認である。つ烹れ句’ff1見全件や自分

。今ちかどのように勤ノとよ γイ！ー、といっゴーノレちイメージそもち乙

とが大切である。二一レのイメージ日明確にす長】ために，導入「

に最払時の発表会の採点基準を示してνwく。ちょド生心連統括づ

－
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演；去と演技の｛；；［しれは一ム←ご工、か，，

I C・演技の工夫

｜ ？ーマカE伝1いがあ山

・1寅訟のii,J;J.;.今やせ江 減の結べ
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I CJーコ－・・フ，.，運虫1）の美iさ
I R 技，ジてし，ねいに粁われてしる，
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l二三！？：三三力？；

代体首学審

雪量元のねをJい
ちノンクロマットの作＆1づくりを通して，一つ一つの技がでさるよ f〕になっ

いう構成を工夫したりしながらヲマット迩動で表現することの楽しさが分が；L

ふけがえり的親書在るとι，調設の1悶もりを訪ち草案力r;5追求し
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くりにおいてリズムや流れに意識が向いている子どもたちに右のような採点基準を示しヲ｜スムー

な流れになっているか」「合わせるためにはどうすればよいか」「もっと分かりやすく伝えるため

にはどんな工夫をすべきか」など，さらにレパJ］／の高いチームの課題を意識できるようにするこ

とにより，一人一人が自分の問いをもち9 お互いに高めていく学び合いが可能になる。その中でラ

チームの仲間と共に追求しようとする姿が見られることと考える。

ゆ）輔元の内容における問いをもち追求する惑を育成するための具体的な手立て等間い

本題材を通してヲ子どもたちは「友だちと合わせる楽しさ」「リズム変化の楽しさJ「っくりか

ていく表現の楽しさ」を感じていくことになる。その中で，隊形や進行方向などの空間構成や友だ

ちと揃えたりズレをつくったりする時間構成の学習をしていく。子どもたちは，オリジナノ（／の作品

くりを目指し句問いをもち迫求していく。具体的にはうイメージをつくる段階の問い，一つ一つ

の悦高める段階での問いっチームで技を合わせる段階での問いラよりテーマが伝わるよう工夫す

る段階ワでの問いが考えられる。子どもたちのもつ問いを確実にとらえq 学習場面でさらに掘り下げヲ

えられるようはたらきかけていく。そのために，毎時間のふりかえりにおいてラ次時につながる

ポイントについてふりかえりを行っていきヲ問いがつながるようにしていく。最終的にはラチーム

でテーマに合う作品づくりを白指しヲ友だちと合わせながら，工夫して表現していく子どもたちの

姿を期待する。
本題材では 1チーム 5名の 6チームを構成し， 2チームをベアにしてきょうだいチームをつくり，

チームの学び合いや教え合いを大切にしていく。マットは方形マットを用いる。

第 1次では，シンクロマットの作品のイメージづくりを大切にしたい。まずは，小学生や中高生

などの映俸を見てイメージをつかめるようにする。そしてヲ自分たちが表現したいテーマに沿って，

「はじめJ「なか」「おわり」のお話をつくりヲ作品の全体操をつかみ画用紙にまとめるよう提案す

る。その後ヲ実際にマット上で動きながら変更していくことと考えられる。

第2次ではラ作品の中で行う技をお互いに高め合うことを巨的として取り組む。具体的にはラペ

アシンクロに取り組みながらヲチームの中でお互いの技を見合ったりアドバイスをし〆合ったりする

ことになる。友だちと技のタイミングを合わせることでヲ動きの中で身体制御する力も身に付くと

える。また，友だちと技を合わせる方法やポイントが分かっていくことと考える。

第3次ではラベアシンクロの経験を生かしてチームとしての作品づくりに取り組む。その際に，

指導者から対比の動きを提案したり，きょうだいチームでお互いに演技の組み合わせ方や場の構成

などのアドバイスをしたりしながら工夫しでつくっていくことになる。

そして9 第4次の発表会では4点の採点基準をもとにお互いに工夫しているところラテーマがよ

く伝わったところなどや認め合い号まとめとする。

3 寝間計菌 話時間）

、又 主な学習 時 具体的な学習・内容

1 I ~~－~c三店二日~：__ ¥ t_l三i竺i店主己主盟主fr~，む
一一←一一一一一一一一十 l I ペアシンクロ引直して二作品に必要な技についてお互いに教え合ったり，補助 L,t,-0

たりしながら学習する。
砂市ーの技だけでなぐ v いくつかの連続校の，－；，－r:，そ ;i1 ぞれ〆／＇•技在、高iふろ υ

チームで！芳のグイミングや組み合わせなどを工夫したり R 作品の内容を再度考えた
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4 捜葉の実際

本実践は9 間いをもち追求する姿として「願いをもっている」「粘り強く何度も練り直している」

「試行錯誤している」姿を求めて実践した。子どもたち一人一人が問いや思レ、をもちラ追求を続け

るためにはヲ各時間のめあてはもとよりラそのめあてにつながる前時のふりかえりが重要と考えた。

（そのふりかえりではラ思ったことや考えたことなど漠然としたふりかえり

各時聞にふりかえりの視点を子どもたちに与えヲ問いや思いが連続L,

した。また，そのふりかえりをもとにラ子どもの思いをとらえラはたらきかけを行

( 1）シンクロマットの｛乍晶イメージをつくる

単元を通して聞いや思いをもち続けるために司シンクロマットとの出会い

第 1時においてヲめあてを「シンクロマットのイメージをつくろうJと設定し，

3年生のシンクロマットの作品と中学生ヲ高校生の男子新体操部の演技の映像を紹介した。

映像を見た後，学級全体で目指すシンクロマットの作品の採点基準を提案した。どちらも司自

ちのゴールのイメージをもてるようにすることでヲ単元全体の聞いをもち，さらに間いや思いが連

続すると考えたからである。映像を見た後ヲ子どもたちは「動きが合っている」「合わせるととろ

やずれるところなど，表現運動と似ているところがあるJ「全員が連動している」などという気付

きを発表した。この時間の最後には「どんなシンクロマットの作品をつくりたいか」という視点を

与えてふりかえりを記入した。

回きれいなシンクロマットにしたい0 .ダイナミックな作品にしたい0 .いろいろな投を組み合わせたい0

・声をかけてヲみんなが合うようにしたい。・きれいにシンクロしたり，ズレをつくったりしたい。

これらのふりかえりを参考にして，第2時では「シンクロマットの作品のイメージをつくろう」

というめあてを設定し，作品のテーマを話し合い，実際に動きながら「はじめ！「なか」「おわり」

のお話づくりに取り組んだ。具体的には9 考えたお話や動きをもとに紙芝居にまとめる活動を行っ

た。この紙芝居は，子どもたちが考えたお話をより具体的にマット上でどのように動き表現するの

か9 実際に動きをイメージするための一つの手立てとして取り組むよう促した。これらの活動後ラ

この時間は「これからの自分やチームの課題について」という視点、を与えてふりかえりを記入した。

この時間のふりかえりは主にヲ技の合わせ方，技のレベルアップラ表現との工夫についてのもので

あった。

｜投の合わせ方｜

－みんなと合わせることが難しかった。 －動きがかなりバラバラなので合わせたいo

a 今はかけ声で合わせているのでラ違う方法で合わせたい。

｜技のレベノレア之z_J
－できない技をできるようにしたい。 否とび前転から水平バランスに切り替えるとき速くしたい。

。できる人ができない人に教えていくといい。

｜表現上の工夫1

・もっと動きを大きくしたい0 ・ダイナミックでラ力強い動きを取り入れたい。

．動きを目立たせるために反対の動きを取り入れたい。

これらのふりかえりをもとに ま 2時で作品の

全体像があまり見えてい

3時は「場の｛吏い方

い子どもたちの現状をとらえ，

して句シンクロマット
口
口口 メージをつくろう」というめあて

〉，

し

の時間には指導者からヲ右のような「場の使い方iを提

した（閣打。この提案をもとに，第2時ではあまり

決まらなかった動きや構成面を試行錯誤しながら考える

子どもたちの追求する姿が見られた。その結果ラ紙芝居

nu 
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での技の伸びは顕著であっ

第3時までに作品の全体像がある程度見えヲさらに第4時のところで技の伸びが感じら

とごろでヲ第5［時の最初にはり第 1持に提案した採点基準をもとにヲ自分たちが目指すシンクロ

マットの作品とはどのようなものなのか話し合った。つまり 9 指導者から提案した採点基準と子ど

ちが考える評価規準とのすり合わせを行った。そのすり合わせを行うことにより，

もたちが目指す作品像が明確化い学級やチーム全体で作品像の共通理解が図れることと

（子どもたちが考えたポイントは太枠の中）

この2時miられる。と考技の習得を目指すことに必要！惑があっいという思いを実現する上で，

斗
斗
小

より二子ど

え

tl t) 

指導者が示した基準 ぼく。わたしたちの見るポイント・つくるポイント

全体の流れ c演技とi寅投の流れはスムーズかc 0素早く動く（j支と校の問を短〈）

。止まらない（技と技との間）

。移動の時も演技する O流れを途切れさせない

演技の工夫 。テーマが伝わる工夫があったか。 。テーマが伝わるような技

－演技の組み合わせ方， jおの構成，スピード 0動く方向がいろいろ

や高さに工夫があるか。 。反対の雲bき －速い件ゆっくり ＠左牛キ右

－みんなで動く特少人数で動く

一つつの 。J支がていねいに行われているか。（補助つ 。足がキュッとしまっている Oつま先まで仲ばす

運動の美しさ きOK) 。体をしめる OJ支のキレ

フレンドシッフ。 －チームの仲間の息があっているか。 。投を合わせるところとずらすところを、つくる

0高さを合わせる 。着手のタイミング

。立つタイミン夕、

。補助などの助け合いをしているか。 。できるだけ補助しない O声をおさえる

(3）全体の流れがスムーズになるように工夫する

第6a寺では「全体の流れがスムーズになるようにラ自分たちの表現を工夫しようJというめあて

で学習に取り組んだ。特に前時に話し合った「素早く動く」「止まらない」「移動の時も演技Jなど

を意識できるようにしながらラ通して演技をしたりラきょうだいチームで見合う時間を設定したり

この時間はヲめあてに沿って「自分たちのチームの流れはどうだったか」というふりかえり

のテーマを設定し

した。

－（きょうだいチームの） 4班がペアシンクロを入れていて工夫しているなと居、いました。私たちももっと工夫したい0

・全体を通してやってみてヲ移動の時に普通に歩いたり走ったりしていたので，ジャンフをしたりして工夫したいですD

＠技のつなぎで，前転をして工夫したいです。

。動きをみんな覚えることができて息も合‘っていたのでよかった。でも， テーマが伝わるようにもっと工夫したいですc

前単元のそこで次i時に

り上げ，学習 り

合

0) 

より

りかえりをもとに勾

自分た

てで取り組

したいテー

/;, -4・ ,,, 
ilリ＇￥.l以下／」 V＇！」怯会・， ＇＂ヲ／JC」 I亡＇J.J..LrJ1Jqy..,,;,;,,,__ ., ~·－ 1 制J " A’」山 ,,, 

c：速いうごさをしてお11、てから，ゆっくりな動きをする i

C：大きい動きと小とさい雲jき在l わざと同時にす.；；：， υ 

C：動く方i古！なんだけどヲわざと前に効く人と筏ろに持＇） <' 

組み合わぜる。

C:§!fl方や勤き方は同じなんだけどラ向元司し台ぺたど：＼ i；：ー

続に映っているみたいに到し、亡
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という言葉が多かっ

げて「反対の動き

「もっと工夫したい」

ちが考えた評価規準とつ

この時間のふりかえりは

表現運動の学習や子ども

というめ

の

さ」につ

右のような意見が出

して各チームで取り組

意識的に反対の動きを

くったりする姿が見

組むことにし

(4）自分たち

首相寺の子、ども

く：t;向

表現を工夫しよう」

ち

シングロマット

ら

」もムとも句

［／ i() 
ノヲ

〉晶

、『d

しγて話

さ

り

多くの子どもたちが作品の全体操をある程度把握できた（圏 2）。への記入が多くなり，

匡EI2l

l<GJ や

～＼月＼，＇；－J

ヲ昔

、、－という視点を与えた。

った。

。前転などの簡単な技だけでなく，倒立などもできるようになりたい0

．もっと難しい技にも挑戦していきたい。

・工夫したいところはY字バランスやヲとぶ技などを取り入れて多くの投をしたい0

・動きが単調なので，側転などの華やかな技を取り入れたい。

・工夫したいのは，動きのきれいさときりっと切れのあるような技にしたい。

子どもたちの意識は技のレベルアップヲ習得に向いていつ

いの一つであるヲ目的をもった技の学習，習得につ

り作品の全体像が大まかにとらえられるようになり，

プが必要」という子どもたちの思いが進んだと考えるo

mシンクロマットの作品！こ必要な一つ一つの技を高

3時のふりかえりをもとにヲ第4,5時ではヲ「コツを考えながら，シンクロマットに必要な技

を高めよう」というめあてを設定しヲ技の習得をねらいとして取り組んだ。この時間の前半はチー

ムを解体しヲ自分が取り組みたい技ごとに場を分け，お互いに見合ったりヲ補助し合ったりする学

習を行ーった。そしてヲ後半の約同ではチームに戻って，二人で技のタイミングを合わせるべア7
ンクロに取り組んだ。その後，「今日の自分の伸びについて」というテーマを与えうふりかえりを

つた。第4ヲ511寺の子どもたちのふりかえりは次のようなものである。

シンクロマットのねら

を提案したことによ

「技のレベルアッ

これこ

「場の使い方」

さらに作品を高めるためは

がっ

な

ちの

し

／生五4日寺＞
伺L立前転、をして，最初は補助ありだっ削ど，酬は補助なしでできるよワになった。体の締めもできるようになってきた。

I ・何度かやっていると倒立が5秒くらいできるようになったG

｜ ぼ九回1則転を高めた。先生や友だちに教えてもらって上手になりまLた。

I －一つ一つの技と向き合うことも大事だなと思いました。

I ぐ寺t5 tfr> 
I 恨l転出二マ亡ーリズムでリズミカレに…まく市

白自分ーができ／j'.いN：のj票所ぞて貝ていたら。 コツヰ了l;;l，つけることがでをたっ f見学の子）

・1ーが・／・， l，よ入：わせて一切 i創立ブリッジができるようになった。
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そこでヲこの日寺聞のふりかえりは

の時間のふりかえりのほとんどが技のレベルアッ

もとえり第 3[:I寺の

意識が一つ一つ



られた。この時間は「発表会に向けて，さらに工夫したいところ」というテーマでふりかえりを

行った。

－大きい動きと小さい動きを組み合わせるとテーマがよく伝わるようになった。ちがう工夫もしたい0

・高い，低い動きを入れてみるとラ動きに迫力が出てきた。もっと迫力を出したい。

. 3班を見ると，アンテナの中で，高い，低いの差があって迫力を感じた。

－反対の動きを入れてみると，技が大きくなって見えることがよく分かつた。

子どもたちのふりかえりから，「反対の動き」を取り入れたことで効果的な表現ができているこ

とが分かった。「反対の動き」を取り上げ，想起できるようにしたことにより，子どもたちの動き

は大きく変わりヲよりテーマにつながる表現ができるようになった。

第8時では「これまでの学習を生かして発表会をしようJというめあてで，発表会を行った。子

どもたちは，第5時に話し合ったポイントをもとにお互いに評価をし合った。この時間はヲ単元全

体を通してのふりかえりを記入した。

・今までシンクロマットをしてみて，最初はただ技を組み合わせているだけでした。だけどJ反対の動き」「スムーズに」「技

の美しさ」など学んだことを取り入れていくとテーマがよく表朋Aできました。自分たちで，ど、んどんつくったことがおも

しろかったです。

。今までシンクロマットをしてきて，高校生がするようなバック転などの大きな技をしなくても，工夫次第で大きく見せら

れることが分かつて，びっくりしました。一人一人がちがう方向に行ったり，ちがう動きをしたりすることで，テーマが

よく表現できました。

このようなシンクロマットにあるおもしろさ，作品の構成面に日を向けたふりかえりが多く見ら

れた。本単元全体を通してヲシンクロマットの作品づくりという初めての経験の中で，子どもたち

は試行錯誤を繰り返しヲ リズム変化の楽しさやっくり変えていく表現のおもしろさを感じながら何

度も構成を練り直す姿が見られた。

また，次のようなふりかえりも見られた。

・最初は全く技もできなくてシンクロもしてなかったけどヲやっていくうちに，できる技も増えてきて，技の美しさも出て

きて，シンクロもできるようになった。

・私はマットが苦手だから，友だちと合わせることも難しかったです。できない技をするときも図ったけど，毎日練習して

いたら，できるようになった技も増えたし，最後はほとんどの技ができるようになったので， うれしかったです。

シンクロマットを通してラ技の習得を感じた子どもたちも多かった。ただ単に「できる」「でき

ない」ではなし本単元では作品づくりを通して技の学習ヲ習得をねらった。その結果ラ子どもた

ちは必要感を感じラ子どもたちの技の習得につながったと考えられる。

5 おわり

本単元において，一人一人が間いをもち追求する手立てとしてヲゴールをイメージすることヲそ

して各時間にふりかえりの視点をはっきりさせて書くことを大事にして取り組んだ。まずはヲ出合

いの場において映像を通してイメージを膨らませラそして時間はかかったものの自分たちの作品の

イメージをチームで共有したことは9 ゴールのイメージづくりにつながりヲ間いが連続するための

つにと考える。またQ ふりかえりの視点を与えたことにより笥子どもたちの問いの高まり

が見られた。ふりかえりの視点を与えたことによりヲ iうと時への方向付けが可能になり司「場の｛古い

方」を提案したり，「反対の動き」を取り上げたりラ評J怖のポイントを掘り Fげたりするはたらき

かけが有効にはたらいたと考える。しかし句本単元を通して9 個の問いをどのように全体の問いに

つなげ，全体での学び合いを構成していくのか課題としてF二号った。その際にラ どのようなはたらき

かけをするとヲより効果的なのか？今後考えていきたい。 （文責小林敏朗）
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披館盛高める「わかるjを

一中学2年「理想的パッアィ しよう ～ソフト

1 単元のねちい

タブレツト端末の活用をとおしJて基本的な技能を身につけ，グルーフ。での話し合い活動でゲ山ム

における攻撃や守備の作戦を考えることができる。

2 醸業の構懇

( 1）子どものとらえについて

次の記述は本単元の導入で「あなたはソフトボールの授業が好きですか」という質問に対する回

答である。

大嫌い・＠・ 0人 嫌い＠・.2人 普通。.. 好き。＠・ 8人 大好き。＠・4人

実際にベースボール型のスポーツを経験したことのある生徒は少なく，ソフトボールの経験もほ

とんどない。またヲこれまで実施した単元や体力テストの結果からヲ投力には塁間の距離を投げる

ことゃある程度正確にコントロールする場面において課題が多く見られた。ところが，「大嫌い＠

嫌いJと答えた生徒が2人であるのに対L，「女子き＠大好きJと答えた生徒は12ノ＼で、あり 9 比較的

ソフトボーノレへの関心は高いと考えられる。また，ハンドボールの単元では次のような記述が見ら

れた。

a みんなと声を掛け合って9 協力してプレイできたのでハンドボールは今までになく楽しか、っ

たです。他の競技でもラ今回のように諜題を見つけてチームで練習していきたいです。

（生徒A)

このように球技に対する生徒の関心は強七仲間と協力をして楽しみながら白己やチームの課題

を克服していきたいと思っている。

また，ハンドボールの授業では仲間と協力して作戦を考え練習やゲームに取り組むことでうグ

ノレープの一員としての連帯感や所属感を味わい，運動に対する意欲を高めてき

本単元ではこのような意欲を大切にし9 パット操作や投球動作の基本的な技能をタブレット端末

の活用や仲間との話し合い活動などをとおして身に付けヲ守備を打ち崩す打撃面での作戦を考えな

ι練習やミニゲームに仲間と協力して臨む姿を期待したい。

(2）本単売の内容と体育＠保櫨体背科で考える問いをもち追求する姿との関わりについて

ベースボール型の運動ではヲ打つ＠投げる・走るなど、の基本的な技能の習得に加

ノレを理解し，個々の技能や相手チームの守備位置・守備範囲に応じて成功する確率の高v

戦を考えるところにおもしろさがある。また勺一人の打席をチ←ム全員で応援することができ勺連

帯感や所属J惑を高めることができるとし，う摂1／面ももっている。

ソブトポールではヲパッ｝操作やポール操作などの基本的な技能が身に付いていなければ，ゲ』

ムそのものの成立は難しい。ここでいう基本的な技能とはう「パットの重さに振られること

ボーJ）／にパットを当てることができる」こと，「ゴロは体er；，前で止め喝捕球後は正しいブオーームマ：

送球することができる」ことラそして「走者は正しい走路を走ることができる」ことである。

基本的な技能の習得をするために匂客観的な資料としてタブレット端末や仲間のアドパfス
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